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【位置情報サービス】 
 位置情報サービスは、簡単には位置情報を扱う情報サービス
のシステムの総称です。その要素技術は測位技術、ＧＰＳやそ

の他の電子基準点の技術、いろいろございますが、コンテンツ
の配信技術と端末技術、そして伝送技術からなっております。
市場規模の予測は期待値が入っていますが、2005 年に米国で
200 億ドル、日本で１兆円と言われております。 
 ＫＤＤＩのＧＰＳ携帯である eznavigation というサービス
は代表的な位置情報サービスでして、2002 年７月で既に 180
万人以上の利用者がいます。殊に日本は位置情報サービスの最
先端の部分にあるといった形です。 
 
【携帯電話の位置情報システム】 
 携帯電話の位置情報サービスについて簡単に御紹介させていただきます。ひとつは、方式的には単なる
ＧＰＳを測位して、その情報を携帯電話で送ろうという形のサービスで、単独なＧＰＳ測位方式と言われ
ているものがあります。 
 それに対して、セルＩＤ方式、ネットワークアシストＧＰＳ方式というのは、携帯電話の基地局にＩＤ
が振られておりまして、基地局のＩＤと緯度経度がマッピングされております。その関係上、基地局の位

置が特定できるので、携帯電話の位置が基地局単位ぐらいの精度で測位できるものです。複数局を利用し
て、３点測位の方法を使って精度を向上させるような方法も若干存在しております。 
 ネットワークアシストＧＰＳ方式がより強力な測位方式で、ＫＤＤＩの eznavigationもこれを使ってお
ります。ＧＰＳとネットワークの基地局方式を混合したような方式で、いろんな場所、電波の受信できる
ような場所では必ず測位できて、しかもＧＰＳの電波が来れば、より高い精度で受信できるといった方式

です。 
 
【eznavigationの概要】 
 eznavigationは gpsOneという技術
をベースとしました日本初の高精度型

の携帯電話の位置情報サービスです。
gpsOne といいますのは、Qualcomm
社がSnapTrackというgpsOne技術の
もとになっている技術を持っている会
社を買収しまして、それをこの携帯電

話に応用した方式です。特徴としまし
ては、精度、速度、感度、消費電力等
ですぐれているという特徴がありまし

て、ＫＤＤＩの方では、それをサービ
スの切り口として次のようなものを設

けております。 
 サービスの切り口の第１番目はウェ
ブコンテンツで自分のいる位置に応じ

たコンテンツを出してあげようという
もの。２番目は、最近の携帯電話は内臓のプログラムが動かせるような仕組みを持っていますので、それ

で各特定用途向けのアプリケーションで位置情報を使えるようにしたもの。あと自分の位置をメールで送
信できるようなもの。あとは、これも内臓アプリですけれども、こちらの二つは自分の位置を他人にお知



らせ、また他人が知れるようにするための仕組みです。 
 
【位置情報サービスの二大分類】 
 位置情報サービスの２大分類として、我々が

現在提供しているサービスには、この二つがご
ざいます。１番目は携帯電話の利用者が自分自
身で位置情報を取得して、それを利用するとい

う位置情報の取得を自分が指示する方法です。 
 ２番目は、センターからの指示で端末位置を

他人が知れる方法です。センタープッシュとい
っている方法なのですが、ココセコムはもちろ
ん緊急通報を発呼したときのその人の位置を自

動的に取得する方法、または、例えば家族の方
が心配だといったときに、家族の方が携帯電話

をお持ちの方の位置を知る方法を提供します。
あとはＧＰＳマップといって、こちらは、どち
らかというと企業向けにやっているものでして、サラリーマンとかで、例えば営業の方が今どこにいるか

とか、配送する車がどこにいるのかとか、そんなようなことをセンター側で知れるようにする方法です。 
 
【ＫＤＤＩの代表的なサービス】 
 ＫＤＤＩで行っております携帯電話位置情報サービスを用いた四つの代表的な応用サービスを御紹介い
たします。一番目は「ＥＺ＠ＮＡＶＩ」で、端末の携帯電話を持っている人そのものが利用者であって、

自分の位置を知りたいときに使うようなサービスです。二番目は「ココセコム」というサービスで、例え
ばどなたか心配な人がいて、その心配な方の位置を携帯していない方に携帯電話を持っていただいて、そ

れの位置を外側の人、家族の方とかが知るというような方法です。三番目は「シーマン」で、位置情報を
ベースとしたエンターテイメント的なサービスです。四番目が「GSPMAP」と呼ばれるもので「ココセコ
ム」のＥＺと同じように、位置情報を、例えばセンターというのは事業主さんとかが知れるような方法で

す。 
 
【地理情報サービスの課題と標準化】 
地理情報では１カ所で提供した情報だけでは利
用価値が低いので、さまざまな提供者から情報を

まとめて提供するような現実的な仕組み、すなわ
ちウェブの基本理念を地理情報公開に用いるとい

ったようなことが必要になってきます。 
 例えばベースマップを提供できるプロバイダ、
また、別に渋滞情報が提供できるプロバイダ、も

う一つのプロバイダは、例えば銀行の情報などを
提供できるとします。 
 今までは、それぞれ別々にしか利用できなかっ
たわけです。もしネットワークから取ってきた情
報を重ねてあげることができれば、先ほどから地

図は重ね合わせが非常に重要だというお話が何回か出てきたと思いますが、まさに地図の重ね合わせとい
うのがインターネットを使って実現できる、それが地理情報の標準化の最大の効果だと考えております。 
 この重ね合わせだけであれば、地理情報としての構造は特に必要なく、さらに汎用的で端末に負荷がか
からず、容易に標準化可能な方式があります。それが地図をグラフィックス、いわゆるインターネット上
でＰＮＧとかＪＰＥＧとかいろいろなグラフィケーションがありますが、それをそのまま地図として重ね

られれば、地理情報としての構造を余り気にしないでも標準化できます。 
 ということで、我々はこの研究を 96 年ぐらいから行っておりまして、米国でこの特許を取得いたしま
した。この特許技術をベースに、99 年から標準化活動を開始いたしまして、2002 年度、今年度にはＷ３



Ｃ、ワールドワイドウェブコンソーシアムという、インターネットのＨＴＭＬの標準化を行っている非常
に大きな団体でＳＶＧという標準化形式をつくり、この中でこのアーキテクチャを標準化いたしました。 
 また、このアーキテクチャを日本の標準化として、Ｇ－ＸＭＬという地理情報の標準化プロジェクトが
ありまして、そこで決められております標準化形式Ｇ－ＸＭＬの最新版のＧ－ＸＭＬ3.0、単純マーク形式
という中でもこれを採用するような方向で現在、活動を行っております。 
 これで、従来の地理情報の標準化と比べてかなり迅速で、さらに現実的な標準化を達成できるような見
込みとなっております。現実的なという意味は、最近はＰＣ以外でも、携帯電話ですとか、組み込みの端

末とか、そういうところでも利用できなければならないといったようなことを現実的に実現できるといっ
た意味なのですけれども、これが達成できます。ということで、ＳＶＧによる標準データ形式、標準ブラ

ウザが実現しつつあるといったような形です。 
 
【地理情報サービスと地理情報公開】 
 非常に重要な地理情報サービスと地理情報の
公開の関連を考えていきたいと思います。地理

情報標準化の目的は、地理情報流通の促進が最
大の目的だと思います。クライアント側で地理
情報を統合利用する、そしてサーバー間で地理

情報を相互利用するといった、この二つがそれ
の大きな機能だと思うのですけれども、代表的

な利用シーンとしては、まず基幹業務システム。
例えば官公庁の内部、ある部門の内部で行う地
理情報利用があります。これは非常に高度で、

専門的な内容になるかと思います。 
 ２番目は情報公開システムです。こちらは、

いつでも、どこでも、だれにでも、どんな環境でも情報を利用できるような、わかりやすくて汎用的な情
報流通が必要になります。 
 ３番目は、１番目と２番目のどちらとも言えないようなところで、例えばＡの部門とＢの部門があった

とすると、その間でどうやって情報を開示するか、相互開示するとかといったような問題になります。 
 自治体のＧＩＳといいますのは、このすべてが求められておりまして、ＳＶＧを使った地理情報の標準

化というのは、１番目にはちょっと厳しいかなと思いますけれども、２番目と３番目に関しては十分に適
用可能だと思います。我々は特に２番目の情報公開に最も注力してシステムをつくっております。 
 
【位置情報活用サービスへの期待】 
 １番目に緊急通報は位置情報情報サービスの

非常に重要なターゲットです。社会的な役割を
果たさなければいけませんので、携帯電話会社
としましては非常に重要と考えております。２

番目に位置管理は先ほどのＧＰＳマップで御紹
介させていただいたようなもの、これが重要だ

と考えています。３番目に、場所的タイムリー
さを持つ情報サービスです。携帯電話による情
報サービスの顧客満足度の向上という意味で非

常に重要だということでして、この辺の三つの
柱をもちまして、位置情報活用サービスはユビ

キタス時代の基幹サービスであると我々は考え
ております。ということで、そのためのサービ
スの開発と標準化に現在、取り組んでいる次第

です。 
― 了 ― 


